　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年４月２７日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市立自然史博物館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 担当:学芸課長　樽野博幸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  管理係長　木全達男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 06-6697-6222

     自然史博物館　ナガスクジラ（骨格標本）の愛称は「ナガスケ」に決定！

４月２９日(祝)に命名イベントを行います

　大阪市立自然史博物館では、平成18年3月1日のリニューアルオープンに伴い新たに展示した、全長19メートルのナガスクジラ（骨格標本）の命名イベントを、平成18年4月29日（土・祝）午後１時より開催し、愛称のお披露目を行います。

このナガスクジラの骨格標本は、本館のポーチ部分に、モニュメントとして天井から吊るしたもので、来館者にその愛称を募集していたところ、384名の方から応募があり、このたび審査の結果、大阪府河内長野市在住の中学１年生　加藤馨気(かとう けいき)くん（12歳）から応募のあった愛称「ナガスケ」を優秀作品と決定し、採用する運びとなりました。

　ゴールデンウィークには、まるで大海を悠然と遊泳しているような「ナガスケ」に会いに来てください。

このプレスリリースの内容は、当館の下記ホームページでもご覧なることができます。

資料写真も同ホームページからダウンロードすることができます。

http://www.mus-nh.city.osaka.jp/
■ナガスクジラの愛称募集について

１　愛称募集の応募状況

· 募集期間　3月1日～4月10日

· 募集方法　自然史博物館来館者を対象に備え付けの応募用紙で募集

· 応募者総数　384名

２　選考結果

· 選考方法　館内選考会議において選考

· 優秀作品　「ナガスケ」

　　　　　　　　  大阪府河内長野市在住　同市立東中学校１年　加藤馨気(かとうけいき)くん（12歳）の作品

　　・ 選定理由　 ナガスクジラの「ナガ」と自然史博物館のある長居公園の「ナガ」、そして19メートルもの「ナガ」いクジラを併せて表現し、当博物館のモニュメントの愛称にふさわしい。

３　ナガスクジラの骨格標本

　　　このクジラは、平成２年(1990)４月に堺泉北港に漂着し、当館で骨格標本にしたオスのナガスクジラで、当時、解剖にあたっては和歌山県太地町の皆さんに、標本にする作業には数百名の市民の皆さんにご協力を得たもので、日本近海で採取され展示されているクジラ類の標本では最大のものです。

４　命名イベントの概要

　　・日　　時　平成18年4月29日（土・祝）午後１時～1時30分
　　・場　　所　大阪市立自然史博物館　ポーチ　ナガスクジラの骨格標本の下
　　　　　　　　（546-0034 東住吉区長居公園1-23 長居公園内　℡ 06-6697-6221(代)）
最寄駅：大阪市営地下鉄御堂筋線「長居」又はＪＲ阪和線「長居」

    ・次　　第　紙芝居によるナガスクジラの骨格標本の製作経過説明

　　　　　　　　愛称のお披露目

　　　　　　　　優秀作品応募者へ記念品贈呈

　　・そ の 他　このイベントは無料ですが、博物館エリア内につき、博物館入館料(大人300円、高校・大学生200円)が必要です。ただし、中学生以下・障害者・市内在住の65歳以上の方は無料です。
平成１８年４月２７日資料提供　添付参考写真
「大阪市立自然史博物館　ナガスクジラ（骨格標本）」
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